
1. はじめに
初めて担当する科目というのは，どの教員に
とってもかなりの不安と少しの期待が入り交
じり，それゆえ，授業の方針や設計には多く
の時間を費やすことになる。筆者二人もご多
分に漏れず，2016年度から始まった「心理学」
（佐々木担当）および「社会調査論」「ワールド
トピックス」（小西担当）のシラバスの作成に
際し，分野こそ違え，教養教育におかれた教員
どうし，シラバス作成などに関して何度か互い
に相談し合ってきた。また，特定の科目だけで
なく，日頃から意識したりあるいは逆に無意識
的に感じたりしている教養教育に対する考えや
活動，さらにはありかたなどについて語り合う
ことも多かった。そうした中に，授業の材料収
集，設計，学びの捉え方，言葉と意識，学びと
社会，といったことについて議論した機会が
あったので，その一部を実際の対談の形式で書
き起こし，本稿で紹介していくことにした。教
養教育について大上段から語るのではなく，日
頃教員として現場で感じていることから出発し
て考えること，またそれが結果的には人間をめ
ぐる多様な思考の源泉になっていることについ
て，いささかくだけた形ではあるが読者に伝え
られれば幸いである。
本対談は，2016年 2月に実際に筆者らが行っ
た 4時間余りに及ぶ対談の後半の一部を書き
起こしたものである。前出の科目のシラバス作

成および授業の方針に関して一通り議論し，小
西担当の「社会調査論」についておおよその
授業方針を固めた後，佐々木担当の「心理学」
の授業方針について検討している場面から始
める。

2. 授業の設計
佐々木（S）　たしかに，一般的な心理学入門や
心理学概論と名前のつく科目における典型的
なシラバスとは違って，ボクの思うところで
やっていくっていうのでいいんだけど，何を
彼らに学んでほしいか，という大きなポリ
シーがまだ決まってなくてね。「情報学」（1）

の場合，情報って何か，情報の流れって何
か，ということについて，解釈しながら，設
計しながら学んでくれればいいし，専門用
語も10個程度覚えてくれればいいんだけど，
「心理学」も同じように考えていきたいなと
思ってます。でも，学内の先生方と話してい
ると，評価の際に試験をする必要があるかど
うかという点で，言葉を覚えてもらいたいと
いう意味では試験をした方がいいと言う先生
もいるし，学んできたことなり教えたことな
りのぼんやりとしている部分について試験時
間だけでもいいからじっくり振り返ったり考
えたりする時間にしてほしいとおっしゃる先
生もおられます。でもね，それってすべて授
業中にできると思うんですよね。厳密な試験
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をやる時間として取らなければならないのか
どうかという点でやっぱりかなり考える余地
があるように思うんです。
小西（K）　実は，僕はどんなに人数が多くても
試験はしたことがないんですよね。いつもレ
ポート課題にしています。
S	　そーだよねー。ほんとはそれで行きた
いっ。まぁ，もちろん，そのなかでのいろい
ろな兼ね合いは必要とは思うんですけどね。
K	　課題の内容として， 3つほど選択肢を与え
ます。そのうち 1つは，「授業に関連して自
分が関心を持ったテーマについて自由に書い
て下さい」としています。こうすると，時々
爆発的に面白いのを書く学生が出てくる。
「男性はむだ毛をどれだけ気にするか」とい
うのが文化人類学のレポートではいままでで
一番インパクトありましたね！（笑）
S	　そっち方面（2）に適した学生よね。
K	　どうしても，「異文化体験をしました！」
という絵日記的なもの（3）が出てくることがあ
ります。事前に単なる絵日記はダメだよと
言っても， 2割程度は出てきますね。でも
ね，試験を作るっていうこと自体ができない
ような内容を教えてきてしまっているという
のもありますね。
S	　そうそう，そうなんですよね。もちろん，
言葉の暗記を中心にした授業をやって，そ
のための試験をやることはできるんですが，
教養教育に関わる科目においてそういう授
業がいいかどうかということもありますよ
ね。 ─ 中略 ─ 。
K	　頑固さ（4）について話すのってどうですか，
この前話しておられた。
S	　心理学だとね，固執性，常同性，あるいは
創造的思考における機能的固着，みたいな話
くらいしかないんでね。イベントベースや現
象ベースで話せるような事例が15回分たっ
ぷりあればいいんだけどなと思ってます。な
んせ「講義」をしたくない（5），というのが信

条でね（笑）。
K	　そうなんですよね。...ちょっとその心理学
の教科書を見せていただけますか？（6）

S	　一番内容的に詰まってる感じの教科書とし
てはこれやね。 ─ 中略 ─ 。ただ，固めちゃ
う感じでやると，飽き性の自分としてはね，
こまめさもないので，どうしていこうかな，
と。それに，心理学科の学生に対する「心理
学入門」とか「心理学概論」というようなの
とは本来役割が違いますからね。教養科目に
おける「心理学」としては，その点で悩みど
ころです。
K	　僕の場合は，個々の用語にこだわるよりも
出来事，事象をベースに授業をやっていくこ
とが多いです。学生が眠くならないようにと
いうことを考えるのも大切なんですが（笑），
話し方によってはどうしても集中力が持続で
きなくなってきますからね。つかみとして写
真や映像などのネタをまずは持って来て，折
を見てじっくり考える話に移っていくのが理
想です。
S	　結局そう，そのネタ帳なんよね。「情報学」
でもそうですが，何も無しでおしゃべりする
と非常に説明的になってしまうので，ちょっ
と何か用語やトピックに関連のある「ネタ
帳」としてのメモ程度のことを書いておく必
要はありますね。そうすると，それをトリ
ガーにしてどのように話を進めていけるかで
すよね。一方で，事細かく講義ノートを作成
するというのも，同じく説明的になってし
まって，考えさせることへの臨場感がなく
なってしまう感じになりますし ...。
K	　そうなんですよ。細かな説明に終始するだ
けでは，教科書を読めばわかることを繰り返
しているのとあまり変わらないし，せっか
くの教室という場がもったいない気もしま
す。なにより教員自身が話していてここちよ
くない（笑）。教壇で話していると，「あ，今
この話をあまり理解しないまま話してしまっ
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た！」（7）とか，学生は明らかについてきてい
ない，とかがはっきりわかるものです。往々
にして，学生が興味深いと感じてくれたとき
は，自分も話したり対話したりする喜びを感
じていることが多いんですね。言いたいこと
が内面からあふれだす感覚というか。
S	　そうですそうです，ありますねー。また一
方では，あまりにこちらがスラスラと話して
いくことにもデメリットはあると感じてて，
例えば，とてもうまく進められたと思った回
の講義に限ってあまり理解してもらえていな
かった，というようなことはわりとあったり
します。

3. 学生からの学び
K	　先生，授業のネタ帳ってどうされてます?
S	　それはね，なにより学生とのおしゃべり，
がネタ帳。どれくらいじっくり学生と話がで
きるか，そして，その中からどのような問題
やテーマを見つけられるか，ですね。この前
お話ししてた「意味付け」の話（8）もそうなん
ですが，ミニッツシート（9）に書かれていたこ
とから学生がどんなことに気づいているかと
いうことに注意を向けるというスタンスです
かね。前の大学でのことも思い出したりとか
もね。
	 　あとおもしろいのはさ，すんごくよくしゃ
べりに来る学生，よくしゃべる学生のほう
が，自分のノートとか，レポートとかを見せ
たがらないことが多い。そこはあかんのかと
いう感じになってしまいます（笑）。成績も
友達とのこともあるいはもっとプライベート
なこともしゃべるのに，著作物は見せてくれ
ないのか。著作権ってこういうことかな，と
思ったりもしますが。今読んでる本も明かし
てくれない。自分の思考や思想に関するこ
と，だからかなぁ。
K	　自分の部屋の本棚をむやみに見られたくな
いのと同じでは?何を読んでるか書いてるか

がすべてわかると，教員と学生，言い換えれ
ば，評価者 /被評価者という関係性がもちこ
まれてしまうと思います。
S	　なるほどぉ！それはあるかもしれないです
ね。何人かが言ってたんだけど，全部しゃべ
ると先生全部わかってしまうでしょ，日頃で
さえ心理学やってるんだから，ってね。そん
なんわからんよ，とは言ってるんですけど
ね。なるほどぉ，腑に落ちたなぁ，評価する
ものされるもの，っかぁ。そうはなりたくな
い，ということやね。
K	　こんなことしか考えてないのか，しょうも
ないなって思われたくない，というような。
学生のとき，先生としゃべるときは，どこか
品定めされたくないという気持ちが僕にはあ
りました。ただ，いざ教員になってみると現
金なもので，学生とできるだけ「一緒に考え
る」フラットな関係を構築したい気持ちにな
ります。ただ授業の場は単位認定システムの
中で成立している以上，どこか学生との間に
越えられない一線を感じてなんとも寂しいと
いうか複雑な気持ちになることもあります。
S	　評価者 /被評価者関係か。なるほどなぁ，
そういうことかぁ...。そういえば，ある先生
がおもしろいことをおっしゃっていました。
ご自分の担当科目の授業を受講している学生
が，研究室にふらっと来てくれたときに話が
進んで，おもしろい図書があるからって渡し
たら，ほどなくして返しに来たので，その感
想を聞いてみたら，その後ぷっつりと研究室
には来なくなった，というようなね。たぶ
ん，同じですね，評価者 /被評価者関係を学
生側が意識してしまったということかなぁ。
教員側はたとえそんな風に意識してなかった
としても，学生側はやはり意識してしまうと
いうことかなって ...。
K	　そういえば，基礎ゼミ（10）の最後にプレゼ
ン大会をやって，質疑もしてもらったのです
が，みんながいる教室だとスムーズに進んだ
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のに，研究室で少人数でやると逆に会話が
滞ってしまったことがありました。授業での
発言モードと普段の会話モードがうまく切り
替わらなかったのかなとも思いましたが，研
究室のような，教員との距離が物理的にも心
理的にも近い場でどう振る舞うかというとま
どいもあったかもしれない。
S	　関係性がそれほど密でない学生だと，何で
も話し始める。一つ話し始めて，一つ受容す
ると，堰を切ったように話し始める。 1時
間ほど（驚）。でもそれも最初の感じとしゃ
べっちゃってからの，ある種のカタルシスと
いうか，ちょっとおもしろいパタン。つま
り，その学生は疎な関係から始まっていて，
ボクらもそうかもしれないけれど，ある部分
を開示したときの怖さというものは，受け入
れられることによって一気にでてしまうこと
になる。にしてもね，久しぶりにアニメの細
かな話を聞いたわ。さらに家族の話や友達の
話やいろいろもね。
K	　僕も中高と男子校のヲタクっぽい世界にい
たので，内面のヘンなところや，趣味を思う
存分開陳するということにすごいカタルシス
があるというのは理解できる。近しい人には
逆にいえないような何かをずっとかかえて
て，どこかでスイッチを押すとこわれた水道
のようにどんどん出続けることってありま
すね。
S	　学内のある先生の科目で，自己分析のよう
なことをさせたときに，あまり書けない学生
たち，あまり分析が進まない学生たちに対し
て，研究室に呼んで指導をしたところ，泣き
出してくるくらい自分のことをどんどんしゃ
べり始めるということがあったそうです。授
業などで形式的なものとして出さなければ
ならないようなものに見えても，実はそれ
は，そこでは，それしか書けない，書こうと
すると感情などがあふれてきてしまうから，
書けない，というところが多々あるのではな

いか，ということかもしれない，ということ
なのかな，と。で，そういう学生たちが何人
もいるということでしたので，非常に印象的
だった。
K	　今年度の「宗教学」の授業のとき，ちょう
ど先生がまだ授業に来られていなかったとき
くらいの回で（11），宗教とアイデンティティ
というテーマを扱っていたときに，課題とし
て「『あなたは誰ですか ?』自分の名前と所
属大学の名前を使わずに説明しなさい」とい
うのを課したんですよ。これでね，堰を切っ
たように書き出した学生がたくさんいたん
です。
S	　ほぉーー。
K	　で，それは一体何だったんだろうと。もち
ろん，ちょっとしか書かない学生もいるんで
すけど，自分の基礎ゼミの学生もいたので，
あとから「そういえばこういう趣味とかだっ
たよねぇ」，とか言ったら，「なんで先生知っ
てるんですか」，ってなって。
S	　ははー，なるほど，書いてるときって意識
してないんですねぇ。もしかするとある種
の憑依と呼んでもいいのかもしれませんね
（笑）。
K	　そういう意味でこの課題は「宗教学」に
ぴったりだったのかもしれません（笑）。

4. 言葉と意識化
S	　そうそう，あの，ラベリングの問題（12）っ
てね，アイデンティティに関することだけで
はなくって，心理学的には，感覚や知覚なん
かでもそうで，例えば，匂いなんかが特にそ
うで，名前を付けた瞬間にクサくなる，名前
を付けて初めて匂いになる，ということがあ
るけれど，名前を付けないということがいか
にその無意識的なところで様々な活性化を催
すのか，ということを意味するんだなという
ふうにも思いました。
K	　哲学や仏教の観点からみても，この議論は
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おもしろいところがありますね。ことばで世
界を切り取るんですよね。ことばで名前を付
ける，そうすると一見わかりやすくなるんだ
けれども，その背後にある様々な豊かさは消
えてしまう。
S	　うーん，悩ましいのは，例えば，課題を出
すときに，ホントはここまで言ってあげたい
んやけれども，言った瞬間に他に考えてほし
いことのすべてが消えてしまうというような
場合があるから，それが課題を出す側として
は惜しいので，あるいは学生たちにとっても
惜しいことになるので，言えない。
K	　どの分野にでも言えることなのかもしれま
せんが， 1年生のときはとてつもない考える
才能に恵まれているようにみえた学生が，学
年が上がるにつれて専門用語だけを並べ立て
る小賢しいヤツになっていってしまうという
ようなこともありますね。自戒を込めて，研
究者も往々にしてそうなんですが。
S	　そうですね，ボクはそれについて，「区切
る」ということばをよく使うんです。例え
ば，基礎ゼミ（13）では，人とモノとの関係を
テーマにしていたんですが，その中で空間と
いうものをどうやって表すか，というような
ときに，ある部分からある部分までは誰かの
空間，そこから先は別の人の空間，という
ような認識をすることがあるとおもうけれ
ど，それは，何も敷居や目印がなくても自分
で勝手に区切りますよね。空間というのは何
かの拍子に区切った瞬間にある意味がソコに
見いだされる，あるいは意味があるからこそ
そのように区切られる，と感じる，みたいな
ことがある。つまり，区切りというか先ほど
の小西先生の言葉で言うと「切り取る」とい
うことが，ゼミ生の中でもわかってきたみた
いで，それをすることによって明確になるも
のがある。例えば，学生が質問をする場面が
あって，ゼミ生にいつも「質問することやそ
の意味は大事なんだよ」と言ってるんだけど

なかなか理解してもらえていないことが多い
けれど，なかには気づき始めている学生がい
て，質問をすると，自分の考えていることが
クリアになる，そしてそこからより連想され
るものが次々に出てくる，モヤモヤしている
とそのままの状態でとどまってしまうけれ
ど，口でしゃべって質問をすると，その言葉
から，その文から，あるいはその文脈からあ
ふれ出てくる連想のようなものが，もう一度
また自己回帰的にふくらんでいく，そのこと
が重要だ，と気づいた学生が何人か出てき
た。あぁ，そういう学生が一人でも二人でも
ゼミの中から出てきてくれたことはほんとに
よかったと思えた瞬間でした。で，そういう
ラベルするとか区切るということが，学生た
ちには，ホントは，そういうことも大事だ
よ，そうじゃないことも大事だよ，というこ
とをどうやって伝えたらよいか。
K	　ことばの使い方を知ることで，何の名づけ
もされていない混沌とした現実から一回引き
上げることができる，ただし引き上げすぎる
とある面しか見えなくなってしまう。
S	　かといって，引き上げないと見えない，と
いうこともあって，一度は引き上げてみるた
めに発言をする，書いてみる，気づく，考え
てみる，ということは必要ということですよ
ね。ボクがよく使っていたことばとしては，
「設定しろ」ということです。例えば，課題
が与えられて何を書いていいかわからないと
いう学生に対して，「自分でなにかココから
ココまでのことだと思ってやればいいじゃ
ない !?」，って言うんですよ。社会の中でも，
その「設定する」ということは何度も出て
くるものだから，「設定する訓練だからね，
学生のうちは」，って言うことにしてるんで
すよ。
K	　自分のなかで妥当な「設定」のラインとい
うものをうまくつかめるようになっていって
ほしいですよね。たとえば「社会調査論」で
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も話す予定なんですが，「社会」や「文化」っ
てとても便利なことばなんですよ。「社会に
出る」とか，「社会は厳しい」とか，「それは
文化の違いだ」とか簡単に言えますけど，そ
の場合の「社会」「文化」って一体何だろう。
ついつい分かった気になるけど，ともすれば
現場で起こっていることからすごく遠いもの
となってしまう。その意味で，ちょうどよい
ことばを探らなければならないと思っていま
す。思考の射程を「設定」しながら，現実を
うまく「切り取る」ことばを見つける。それ
はどうやったら訓練できるでしょうか。場数
を踏むとかセンスの問題とかになってくるの
かもしれないけれど，学生が考え，手を動か
す中でそれを身につけていくサポートができ
るのが理想ですね。

5. 学びの位置づけ
S	　だから，そのー，一つの模範を見せるとい
うこともたしかに一番簡単な方法ではあるん
だけれども，周りのみんながこう考えてるっ
ていうようなのをピアレビューさせるという
ことが，おそらく一つの解を生むだろうって
思います。そしてさらに教員が修正するとい
うようなプロセスを基礎ゼミの中で 5， 6
回は繰り返して行うだけでも，ある種まとも
な議論をしなければならないレベルのことは
つかめるようにはなるだろうと思います。も
ちろん，指導するというか介入する教員の考
えや指導方法にも依るとは思うけれども。

 それと，もう一つ，前にもお話ししました
が，極めて fantasticな（14）ことから極めて理
性的，常識的，あるいは合理的なことまでを
考えて，その間のどこに自分の考えや自分自
身がいるのかを「設定しろ」って言ってるん
です。Fantasticなことを考えられないと創造
性は生まれてこないし，極めて常識的なこと
「も」考えられないとみんな生きて行かれな
いよね，と。

K	　それができたらすごいですよね。
S	　そうそう，だからね，「さて，いまキミた
ちの言ったことはどこだ !??」というような
ことをいつも意識しながら活動させられる
か，ということができるようになればいい
んだけれどもなぁと思っています。やっぱ
り，位置づけって，自分を「設定する」こと
だし「区切る」ことなので，それをやってみ
ないと，「自分って何かな」，とかいうような
分析はできないわけです。「私ココにいるの
よ」，っていうことがわかっていないのにこっ
ちでの話あっちでの話なんてできませんよ
ね。自分が fantasticなことを言ってるという
ことが認識できてないのに自分では常識的な
こと言ってると思ってるんだったら，それこ
そ意味不明（15）になってしまいますもんね。
K	　それをやることで，社会で生きていく中で
出くわす根拠のない fantasticなことに巻き込
まれるリスクを回避できる面もありますもん
ね。そういうリテラシーも身につけていける
ようになってほしいですね。たとえば何らか
の ideologicalなものや，あるいはそれぞれの
地域に特有のメンタリティのようなものがあ
るとして，それを客観視できないまま巻き込
まれることがないような姿勢を身につけると
いうことでしょうか。

6. 社会の中で生きる
S	　何年か前の短大生でかなり有能な学生が数
十人ほどの会社に入ったんですが，人数の少
ない会社って，意外にもなんですが，わり
と，情報共有とかマニュアル化とかされてな
いようなんですよね。さらに，仕事の内容や
手続きなんかも 1年目のその卒業生なりに
わりとわかってるつもりで話していても，社
内の相手がわかってくれていない，あるいは
実際わかっていないというようなことが多い
らしくて，意味わからん，って言われちゃう
そうなんですよね。別の卒業生と話していた
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ときも，数人からなるショップであるにもか
かわらず，お客様との対応の過程やその結果
として報告の必要な情報などが店内で情報共
有されていなくって，親会社の大きなショッ
プへ研修に行ったときには，その違いがよく
わかったって言ってた卒業生がいました。
K	　わかってしまってることがつらさを生み出
すということもあるわけですね。つらいです
よね。ある意味その卒業生たちは優秀なわけ
ですよね。
S	　そうなんですよね。たった 1年足らずで，
社内での自分の仕事の手続きとか書き留めた
ノートが 2冊に及んでいるっていうような
話を聞くと，逆に言えば，そういう情報って
社内で共有したりマニュアル化したりしてな
いんだな，と端から見ていてなんとも言えな
い気持ちになりました。そしてね，周りの社
員さんたちが効率化や簡素化，あるいは構造
化を求められない人間だったり，求めたとし
てもそもそもできない人たちだったりすると
ね，そのうちその子たちまでがそのように
なっていってしまうということが大きな問題
としてあげられるようになるんではないかと
思うに至ったわけです。ある意味危険という
か…。
K	　なるほど。
S	　そしてね，そういう社会に今はなりつつあ
る，あるいはなってしまっているところがあ
る，ということかもしれない，ということで
すね。
K	　そうですね，それはほんとに怖いです
よね。
S	　せっかく教育して，あるいは学んで大学や
短大を出て行っても，出た先の社会がそれを
受け入れられるだけのチカラがなければ，出
て行った学生たちは結果的に能力を発揮する
ことなく同じ社会によくない意味で溶け込ん
でしまうことになる。
K	　もちろん，その社会や会社とのミスマッチ

ということもあるかもしれませんね。ただ，
そのうち，疲れてきてしまって，自分の能力
を発揮しないほうが楽だ，というようになっ
ていってしまうということが繰り返されてい
くというのはもったいないことです。
S	　そうなりたくないから，というのもあっ
て，どうしても言いたいときには言ってしま
う自分というのが出てきてしまうというのも
事実でしょうね。
K	　そうですね，そうしないと，悪い意味で楽
なほうを選んで生きていくようになりかねな
いですよね。
S	　ローカルにはよくわかる論理というか，そ
こでは合理的ではあるんだけど，でもね，引
いて見てみるとね，怖い話だよ，という。
K	　フィールドワークをしていると，現地の社
会にぎりぎりのところまで巻き込まれながら
も，どこかで冷めた目でつきはなして見てい
る，という態度が重要になってきます。巻き
込まれてしまうのはかえって楽なんですよ。
スタートレック（16）にボーグという機械生命
体が出てくるんですが，彼らは個ではなく集
団でつねに行動して周りを取り込み捕食しな
がら生きている。抵抗は無駄であって，取り
込まれたほうが楽だよっていう。これは，わ
れわれの社会でも，場所を問わず常に起こり
うることだと思います。自分が取り込まれつ
つある社会を，一歩立ち止まって見つめられ
るように鍛えておく。
S	　うん，だから，よく言うのは，ペルソ
ナ（17）というか，要するに自分自身とその影
であるところのものを使い分けていくという
演じわけというか，そういうのは必要かな
と。だから，もう，いまは，無心になる，と
いうのも一つの防衛機制（18）として働いてい
る人もいるかもしれないですね。例えば，電
話を一つ取るのにも，誰への仕事なのか誰か
らの仕事なのかと考えるよりも，無心に対応
することで感情的なエネルギーを使わなくて
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すむようになる，という方略になるというこ
とがある。必要なときだけ感情は活性化させ
るというようなね。さっきお話しした卒業生
も最近そうなりつつあるというようなことを
言っていましたし ...。
K	　そういったことで人間は長い時間をかけて
いろいろと侵食されて，そのうち自分の中で
なにか納得したところに落とし込んだとき
に，一人の立派なオトナになる。
S	　そうですねぇ，カギ括弧付きの「立派なオ
トナ」にね !!（笑）
K	　おそろしい（笑）!!  毎年お正月に高校の
同窓会をやるんですけど，30半ばにもなる
と，就職した業界によって，考え方や話し方
の違いが明らかに出てくる。やっぱり，高校
のときの性格からは変化しますね。変わらん
なぁって言いはしますが，やっぱり変わる。
S	　変わらないとその業界や組織でやって行か
れないんですよね。
K	　大学院で研究をしてから，官僚になって，
また民間で働いている友人がいるんですが，
それぞれの仕事で必要とされる人格って結構
異なると思うんです。人格って20代前半で
ほぼ固まるイメージがありますが，わりとそ
の後の可塑性みたいなのもあるんだと思いま
す。仕事の環境や様々な要因によって，良
い方向にも悪い方向にも変わりうると感じ
ます。
S	　あともう一つの問題として，自分の能力と
いうかスペックを超えてずーっと仕事をし続
けなければならない人と，自分のスペックに
見合った形で仕事をこなしていける人とで，
その変容の仕方というのはずいぶん隔たりが
出てくるんだろうなと思います。
K	　そうですね，よく「二番目に好きなことを
仕事にするといい」という言い回しを聞きま
すが，確かに一理はある。思い入れや高い志
を持つことはシュウカツでは重要な態度では
あるけれど，働いてからの現実とのギャップ

をうまく乗り越えていく覚悟も必要だと思い
ますね。

7. 常識と創造性のはざまで
S	　ボク自身は，この職業になりたいと思って
いたわけではないんだけど，結果的に大学に
は関わっていたいな，という大きな理由は，
自分がどうであるかとか，自分がどんな人間
であるかということがわかってなかったから
というのもあるとは思うけれど，そのほかに
言えば，自分を組織の中に完全に入れてしま
うというようなことはいろんな意味でムリだ
ろうなぁ，と漠然と考えていたこともあり，
また，その中で自分をどのようにでも曲げて
適応するということも難しいだろうなぁと感
じていたからかもしれませんね。そういうの
が頭の隅っこのほうにはあったりして，当時
の先生たちや大学院の先輩たちを下から見て
いると，この業界なら少しはそのへんマシな
のかなぁ，というふうに思っていたのはあり
ますね。だから，お話を聞いていて，明示的
あるいは意識的ではないにせよ，どこか無意
識的にあって，というのが，感じたことです
ね。その点では，結果的にここにいる，とい
うことになりますかね。ただ，まぁ，これ，
ほんとは大学っていうところが一番「そうい
うところ」かもしれない，っていうのはあり
ますけどね（笑）。
K	　まあメタ的に見過ぎても疲れてはくるので
すが，ただ，前もどこかでお話したと思いま
すが，青臭い言い方をすれば，やっぱり研究
者って自分なりに「自由」になるためにこの
世界を志したってのはあると思うのです。前
にお話に出てきた「頑固」（19）というのも，大
学教員というのは，言うたらめちゃめちゃ
「頑固な」種類の人間だと思うんです。ただ，
一回どっかで開いた後，あえてもう一度頑固
になってみる。
S	　あるいはならないと自分はつくれない，と
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かね。
K	　そういうことを繰り返して，われわれはこ
こまできているのかもしれませんね。
S	　学生たちの中にはほんとに「頑固」だなと
感じさせてくれる場面によく出くわします。
例えば，就職は事務職にしか就かないと宣言
してシュウカツしていたり，自分の生活スタ
イルは絶対に変えなかったり，結婚なんて絶
対しないって宣言したり，要するに，自分の
今もってる価値観は絶対に変えない，という
学生たちがとても多いと思います。また，授
業中などでも，様々なやり方を提示しても頑
なに自分のやり方を踏襲しようとしたり，他
に事例を挙げても自分とはまるで関係がない
かのように応答したり，決めつけというか自
分の価値の範囲でだけで判断するというか，
そのような傾向があるように感じますね。
K	　それでずっといければいいんですけど
ね ...。
S	　もちろん，一足飛びに生活が変わるような
可能性を求める学生たちもいますよ。一流企
業を目指して実際に入っちゃう学生とか，非
常に狭い門と言われるような職を目指そうと
特定のゼミに入ってキャリアの勉強をして実
際に受かった学生とか，中にはもちろんそう
いった学生たちもいます。ただ，まぁ，そん
な学生たちでも，きっと大きな壁にぶち当た
ることはあるでしょうし，取り返しのつかな
いくらいの大きな失敗をしてしまうことだっ
てあるでしょう。
K	　もし壁にぶち当たったときに大学や短大で
のことは思い出してみてほしい。自分の価値
や見方が崩壊したからといって自分が終わり
だというようには思わないでほしい，とは言
いたい。 ─ 中略 ─ 
S	　どうしても教員の立場から，このぐらいの
スパンでこのくらいの教育をと思うわけです
が，実際にはそうならないと，こっちも反省
するし，学生たちにも何とかなってほしいと

おもっちゃうんですよね。でも実際には ...。
K	　どうにもならないこともありますし。本当
は，卒業して数年経った頃が勝負かなという
ふうにも思うんですよ。
S	　今の時代とくにそれは後ろに伸びてますか
らね。
K	　僕は，30超えたくらいにやっと，大学の
とき聴いたことが，あぁこういうことか，と
いうふうにリアリティを持ち始めたところが
ありました。初めて非常勤で講義をしたの
が30歳のときでした。その頃からでしょう
か，〆切りをまもるとか不義理をしないとか
そういうごくあたりまえのこと，あいさつと
か「筋を通す」とか，そういうことが「社会
的な」人間関係には本当に重要だということ
が身に沁みてわかってきた。我ながら遅すぎ
ますが（苦笑）。研究や教育については，た
とえば「社会」や「文化」について，教科書
の受け売りではなく多少は自分のことばで語
れるようになったことかな。専門用語をある
程度自分でかみくだいて，自信を持って人に
説明できるようになったという実感がありま
した。
S	　ま，一握りの人はそうかもしれないけれ
ど，典型的には，ぐちゃぐちゃぐちゃっと
なってる中で，さっきの括弧付きの「立派な
オトナ」になるということをめざしている，
というわけですよね。そういうプロセスのな
かにわれわれの担当する教養科目のようなの
があって，それらを受講していてくれたら，
ひょっとすると，括弧付きの「立派なオト
ナ」じゃない立派なオトナになってくれるの
ではないかという話になりますよね！
K	　そういう期待がありますよね！仮に，その
括弧付きの「立派なオトナ」になってしまっ
ていたとしても，すこしでもどこかおかしい
なと思ってくれるようなことがあれば，括弧
が少しでもとれた立派なオトナになっている
かもしれないわけですよね。もちろん，そん
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なことをえらそうに論評できるほどわれわれ
だって立派なオトナでもないんですが（笑）。
S	　そう，ないから（笑）。
K	　まぁ，えらそうに ...。
S	　そう，推測でしかないから ...。
K	　論評していいものかどうかもわからないん
ですが ...（笑）。
S	　示唆すらできない ...（笑）。まぁ，要する
に，常識的なことと創造的なこととのはざま
で教育の場面にいるわけで，それが言ってみ
れば，多様であるということ，多角的である
ということの裏返しでもある，ととらえるこ
ともできますね。

8. まとめと展望
いつの頃から我々オトナは「お世話になって
おります」なんて言うようになったのだろう
か。おそらく，「立派なオトナ」として社会の
中でうまくやっていくために知らない間に身に
つけた形式的なやり方である。自分なりの理性
を働かせ，自分がおかれた場において合理的で
あろうとして，身の回りに準じていこうとし
て，いつの間にか覚えてしまったやり方であ
る。研究者なら，大学院の研究室という小さな
社会から始まり，分野によっては様々な地域・
社会と直接関わる分野もある。また，指導教員
や共同研究者との研究の打ち合わせ，投稿論文
の査読者とのやり取り，科研費等研究費の申請
書作成など，専門分野の共通語彙，あるいはだ
れにでもわかることばを用いて，丁寧にわかり
やすく相手に伝えるための術を磨く。大学の教
員は，大学卒業後すぐに研究者としてキャリア
を積んできた場合，企業の新人研修のようない

わゆる社会的に適合するための教育は受けたこ
とがないし，ビジネスマナー講座のようなのも
受けないことが多い。しかし，いつのまにか，
「経年変化」（20）とともに身につけてきた様々な
「生き方」というものがそれぞれにある。「立派
なオトナ」になろうとせずに生きていきたいと
思っている一方で，やはりそれも一つの生き方
として受容している部分もある。
学生たちには，多面的な価値，視点，考え方
を通して，自分を見つけていけるようになって
いってほしいと切に願う。教員として，どのよ
うな学びの手がかりを与えられるか，その手助
けがどのくらいできるか，そしてなにより，学
生たちとの間での会話をすることによって様々
な教育場面の材料にたくさん出会えることに感
謝しながら，我々教員の常識の維持と創造性の
発揚を今後の教養教育のなかで位置づけて行く
ことができればと思いながら，この対談を締め
くくることにする。

本対談を文面に起こすにあたり，筆者らが担当し

てきた金沢星稜大学ならびに金沢星稜大学女子短期

大学部の学生たちからは，教員として学ぶための多

くの材料を受け取ってきました。ここに記して心か

らの謝意を表します。また，長い時間，教育に関す

る議論にお付き合いいただいた多くの先生方にも感

謝の意を表します。

なお，今後も本紀要では，教養教育をはじめとし

て，一般的な大学における高等教育について考える

ことのできるような企画を継続していく予定です。

多様な価値と創造性をお持ちの読者との対談を心よ

りお待ちしております。

注
（1） 2015年度までの「情報科学」を改称して2016年度から担当する科目
（2） 人類学のこと。筆者の専門分野は，小西が文化人類学，宗教人類学，佐々木が心理学，情報学である。
（3） 異文化に関するレポートでは，旅先で見聞きしたことを題材にしてもよいとしているが，ともすると

「～へ行って～を見ました。異文化体験ができてよかったです」というような，考察を欠いたあたかも
「絵日記」のようなものが出てきてしまうという意味である。
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（4） 学生たちの中には，自分自身がこれまで経験してきた生活や価値観や自分に対する見方などについて，
教員が授業や個別の指導で様々な視点から揺さぶりをかけて考えさせたり感じさせたりしようとしても，
「頑固に」変えようとしない者が少なからず存在するという事実に筆者らは気づき始めている。

（5） 伝統的にいわゆる「講義」と言われているような，教員が一方的に話し続けるだけの授業ではなく，学
生が様々な形の活動をできる機会が少しでも多く取れるような授業を目指しており，その点で積極的な
意味として用いている。

（6） 本対談は佐々木の研究室で行ったものである。
（7） 教員自身が授業の中ですべてのことをいつも完全にわかって話しているということはありえないので，

場面やトピックによっては，自分たちの中でかみ砕けていない状態で授業を進めてしまう，もしくは流
してしまうということもないわけではない。

（8） 少し以前の対談で，2年次基礎ゼミの最後のほうで，あるゼミ生が書いていた話を持ち出したことがあっ
た。彼女は次のように基礎ゼミを締めくくっていた。「どんなショボイ課題でも考えて意味づけが出来た
ら，自分なりの何かを得られるんだと思います。逆に言えば，自分なりに何を得られるかを考えなかっ
たら，何をしてもただその技術を身につけるだけで終わってしまいます。─中略─サークルはどうした
ら良くなるだろうとか，人間関係とか私自身のこととか。でも，なんだか考えて解決策が見つかったら
終わり !って感じです。いや，普通のことなんですけどそういうことに対しても。で，結局何が得られた
んだろうってところまで考えないと，どういう意味があったんだろうってところまで考えないと，自分
の力につながっていかないと思います。」

（9） ゼミや少人数の科目では，授業の最後にA 4用紙を配布して，授業のふりかえりやまとめ，授業の感想
や担当者への相談事などを毎回書かせて 2， 3日後に提出させ，添削した後に返却し，評価に使うと共
に学生とのコミュニケーションツールとして利用している。

（10） 2015年度の経済学科 1年次
（11） 2015年度教養教育部FD活動の一環として，教員による相互授業参観を実施した中で，筆者らも互いの

授業を参観し合った。参観後にはコメントシートを記入し，授業方法や内容について充実した議論を行
うことができた。佐々木は小西の「宗教学」，小西は佐々木の「情報リテラシー」を参観している。

（12） この対談の前段において，モノやコトに名前を付けることの意味や作用について以前に議論していたこ
とに言及したのを受けている。

（13） 2015年度の経営学科 2年次
（14） 常識的，一般的な考えや発想，あるいは理性的なやり方などからずっと離れたところにある，より感情

的，感性的，あるいは芸術的な見方や感じ方などを総称している。
（15） この言葉は，筆者らの本対談の前段で出てきた会話の中に登場した，「意味不明」と連発する先輩社員に

困り果てているある卒業生についての話から引用している。
（16） アメリカのSFテレビドラマシリーズ。宇宙の多様な生命体の関係を軸に展開するストーリーは，人類学

的な視点からみても大変興味深い。
（17） スイスの精神科医・心理学者ユングの用語
（18） オーストリアの精神分析学者・精神科医フロイトの用語
（19） 注（4）参照
（20） この言葉は，いわゆる消極的，否定的な意味での一般的な言葉としてではなく，筆者の一人である佐々

木が教員になってから頻繁に使ってきた積極的な意味でのことばである。人間誰しも年齢を経るだけで
精神的な様々な成長や学びや育みが必ずあることを示す言葉として用いている。
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